
計
画
の
推
進

行
財
政
改
革
は
、「
七
尾
市
の
将
来
像
」
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。
当
面
は
、
財
政
の
立
て
直
し
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
早
い
う
ち
に
課
題
を
解
決
し
、

将
来
像
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
現
在
の
市
役
所
の
役
割
を
見
直
す
と

と
も
に
、
内
部
の
ム
ダ
を
な
く
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
サ
ー
ビ

ス
（
施
設
の
利
用
料
金
な
ど
）
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
行
政
か
ら
の
提
案
で
す
。
今

後
、
市
民
意
見
募
集
制
度
な
ど
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
、
常
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
協

定
項
目
の
変
更
に
つ
い
て
は
地
域
審
議
会
の
意
見
を
訊
い
た

う
え
で
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。
市
民

と
行
政
が
共
に
取
り
組
む
プ
ラ
ン
と
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
七
尾
市
行
財
政
改
革
大
綱
」「
七
尾
市
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン(

案)

」
は
、
七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
大
綱
及
び
プ
ラ
ン(

案)

に

つ
い
て
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
今
後
、「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
の
市
民
説
明

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

企
画
経
営
課
行
政
改
革
推
進
室
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市民協働のしくみづくり 
　現在の仕事を、「行政が直接行うもの」「市民と
協働して行うもの」「民間 事業者に任せるもの」
に分けて、市民と行政の役割を見直し。
　お互いの役割と責任で行い、住みよい「まち」を
つくります。 
 
行政体制の合理化等によるもの 
・職員数の削減 
　現在835人を696人（平成22年４月までに）にします。
・市役所の合理化・効率化 
仕事のやり方や組織を変えて、ムダのない体制に
します。 

・公共施設の統廃合 
　公立保育園の統廃合（19園→10園） 
　公立幼稚園の廃止（１園→０園） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　など 
 
内部努力によるもの 
・市税収納率向上（93.2%→94.5%） 
・下水道接続率の向上（66％→70％） 
・未利用土地の売払い 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

市民等に負担を求めるもの 
・サービスの見直し 
施設使用料・手数料等の見直し、ごみ収集手数料
の引き上げなどを行います。

・補助金の見直し 
公益性、補助金の使途の内容などを十分に検討し
見直しを行います。 

・下水道使用料の見直し 
　　全国平均レベルへの引き上げを検討します。　
 

市民とともに

歩む、開かれ

た行政運営

市民ニーズに

対応できる簡

素で効率的な

行政体制

健全な財政

運営

「
将
来
像
」
の
実
現

取
り
組
み
が
実
現
さ
れ
た
後
に

行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
取
組
み
方
針
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